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(1)  18 ： 12 = （18÷6）:(12÷6) = 3 : 2 

 

(2)  (18+12) : (32+18) = 30 : 50 = 3 : 5 

(1) 30 と 45 の最大公約数の 

 15 でわります。 

  30:45=(30÷15):(45÷15) 

      = 2 : 3 

 

 

3 : 2 

(2) 小数か分数にそ

ろえます。 

3

5
=0.6 より 

0.25: 3

5
=0.25:0.6 

     =25:60 

     =5:12 
5:12 

2:3 

(3) 単位を a か m2 に 

 そろえます。 

 1a=100m2 → 2a=200m2 

  2a:120m2 

=200:120 

=20:12 

=5:3 

  

5:3 

0.25=1

4
 より， 

1

4
:3

5
 =(

1

4
x20):( 3

5
x20)=5:12 

 

3 : 5 



 

 

 

  

 

 長方形の たてを硬貨の種類 横を枚数  面積を金額 とすると 

 

  （硬貨の種類）x（枚数）＝（金額）  になります。 

(1)  

 

上の図において,金額の比は A : 

B です。 

A : B = (10x4):(50x1) 

      = 4 : 5 
4:5 

      

 10 円玉と 50 円玉の枚数をそれぞれ 

χ枚，ｙ枚とすると， 

 χ : ｙ = (3÷10):(5÷50) 

      = 0.3 : 0.1 

      = 3 : 1 

(2) 

3:1 

 

必修例題 4 
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同じ金額を使っているので，左はしを 

そろえた図をかきます。 

 

同じ金額を出したので，２人の金額の 

差はかわりません。 

 

 ③-①=②・・・残りの金額の差 

 1050-750=300 円・・・残金の差 

    ↓ 

  ②が 300 円にあたるので， 

  ①は 300÷2=150 円 

 

 弟の図で考えると，弟の出した金額（▲）は 

  750 - 150 = 600 円 

  

したがって，ボール１個の値段は ▲x2 ですから， 

  600x2 = 1200 円 

 

 

1200 円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   ２人がもっていた金額をそれぞれ⑤円，⑨円とすると， 

   残りの金額は 

    ⑤x(1-4

5
 )=①円・・・姉の残金 

    ⑨x(1-1

3
 )=⑥円・・・妹の残金 

        ↓ 

     ①＋⑥ = 1400 円 

      ⑦ = 1400 円 

      ① = (1400÷7=)200 円 

  

 妹の持っていたお金は⑨円ですから 

     200x9 = 1800 円 

 

 

 

 

 

 

 

応用例題 1 

２人の和が一定のときは下のように１本線の

図をかくとよい場合が多いです。 

 

 

1800 円 



 

 

必修例題 6 


